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＜既存課題＞
ワークサンプル幕張版（以下「MWS既存課題」という。）
を、2007年度より市販開始。

アセスメント、作業遂行力の訓練などのために、様々な
就労支援機関等で広く活用。

＜新規課題＞
2019年 新規課題（給与計算、文書校正、社内郵便物
仕分）（以下「MWS新規課題」という。）を開発。

はじめに
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MWS新規課題の作成の意図①

MWS既存課題では・・・

 利用者
利用者によっては、MWS既存課題は難しくない内容。

 支援者
・MWS既存課題では利用者の課題が現れにくい場
合がある。
・すぐにできてしまう課題ではなく、時間をかけて取
り組める課題があると良い。
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●画面に表示された
社員1名分のデータを

もとに、給与計算に必
要な各項目の値を計
算し、指定されたセル
に入力する。

●計算方法を記載し
たサブブックと別添資
料（保険料額表、源泉
徴収税額表）を参照し
ながら作業を行う。

給与計算
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文書校正

●コラム、事務文書、報告
書などの印刷物を用いて
校正作業を行う。

●原稿と校正刷りの文字
等を引き合わせ、サブブッ
クや報告書作成規定に従
い、校正記号を用いて校
正刷の誤りを修正する。

校正
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社内郵便物仕分
仮想の会社に届いた葉書
や封筒等郵便物を仕分の
ルールに従い、組織図、
社員名簿、あいうえお索
引を参照しながら、適切な
ボックスやフォルダーに仕
分ける。
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MWS新規課題の作成の意図②

MWS新規課題の特徴は・・・

 MWS既存課題よりも難易度が高い
作業手続きや判断力が実務で求められるレベルに近い。
サブブックの読み込み等各種資料の理解が必要。
正解を求めるための集中、記憶などへの負荷が高い。

 課題を遂行する上では利用者自身による工夫が必要
指差し確認、読み上げ、メモ書き、ふせん紙の使用など。
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研究の視点

新規課題には、以上のメリットがあるものの・・・

 MWS新規課題はMWS既存課題よりも課題の構成や
採点も複雑化している。

 MWS新規課題を活用する支援者への負担は、MWS
既存課題に比べて大きくなっていると考えられる。

以上のことから、MWS新規課題の活用を考えている、

あるいは既に導入したが効果的に使えているか不安だ
という就労支援機関等への情報提供の必要性が考えら
れた。
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研究の視点（続き）

 地域の就労支援機関等を利用する多様な対象者や
各機関が担っている機能に応じたMWS新規課題の活
用方法を、障害者職業総合センターNo.145 の報告書
で述べられている「MWS新規課題を実施する際の留

意点」（「新規課題を活用するタイミング」「モチベー
ションの維持」等）を踏まえて検討する必要がある。

 これらの視点をもとに、MWS新規課題の活用方法を

提案するための「活用モデル」の作成を目的とする
調査研究を2022年度から2023年度にかけて実施す
ることとした。
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研究計画

（１）アンケート調査
地域障害者職業センター、MWS新規課題を購入した就
労支援機関等を対象にMWS新規課題の活用状況（活用
の有無、活用の仕方など）を調査。

（２）ヒアリング調査

障害者職業総合センター職業センター（以下「職業セン
ター」という。）、地域障害者職業センター、地域の就労支
援機関等を対象にMWS新規課題活用事例の収集を行う。
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研究計画

（３）活用モデル（案）の作成
(1)(2)を踏まえて、「活用モデル(案)」を作成する。

（４）専門家ヒアリング
外部専門家からの意見を踏まえて「活用モデル(案)」を
改善する。

（５）実装評価
(1)～(4)を通じて作成した活用モデル案を地域の就労

支援機関等での支援の中で使用・評価してもらい活用モ
デルを完成する。



12

第30回職業リハビリテーション研究・実践発表会

研究の進捗状況

（１）アンケート調査
2022年７月６日～７月21日の間に地域センター及び
MWS新規課題を購入した就労支援機関等を対象に行っ
た。

アンケート調査の内容及び集計結果等については、本
論文集の『ワークサンプル幕張版（MWS）新規３課題の
活用状況調査報告』で速報値として示した。
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研究の進捗状況

（２）ヒアリング調査
2022年6月～10月の間に、職業センター、地域センター、

地域の就労支援機関で就職又は復職に向けてMWS新規

課題を活用した支援を受けている利用者に関する事例を
収集している。

今回の報告では職業センターで収集した事例を表１に
示す。
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研究の進捗状況

表１ ヒアリング調査結果（事例収集）

事例 障害名（課題） 使用した効果

①社内郵便物仕分

（訓練版）

作業管理支援への

準備

②給与計算（訓練版）

③文書校正（訓練版）

注意欠如・多動性障害

（メモを取ること）

課題の使用目的

A

自分自身で工夫（補完方法を活用）す

ることで課題のレベルが上がっても、続けて

取り組めることが分かり、自信につながっ

た。
就職に向けた準備

B
社内郵便物仕分

（訓練版）

作業管理支援への

準備

課題の内容等について自らの意見を述べ

る場面があった。コミュニケーションを振り返

るきっかけとなり、対人技能等の訓練を受

けたり対処方法の検討につながった。

注意欠如・多動性障害

（スケジュール管理）

いくつかのケアレスミスがあったことから作業

手順以外に、あて名の確認、ファイルに確

実に入れるようによく見る、などの注意ポイ

ントが理解された。作業中の様子を振り

返る中で睡眠のあり方について見つめ直し

た。

アスペルガー症候群

（集中の困難：背景に睡眠管

理の不調）

C
社内郵便物仕分

（訓練版）

作業管理支援

への準備
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研究の進捗状況

（３）活用モデル（案）の作成

アンケート調査、ヒアリング調査の結果を踏まえて、MWS新規課題

の活用方法を分かりやすく伝えるための「活用モデル」を作成するこ
ととしている。

活用モデルは以下のことを考慮して作成する
①MWS新規課題をどのように使えば良いのか、を表す概念図とす
る。

②MWS新規課題を使ったことがない支援者にも分かりやすい内容
とする。

③MWS新規課題を使っている支援者にも参考となる内容とする。
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どのような特性の
ある対象者に？

・知的障害を伴わない発達障害や気分障害のある方。
・注意集中ができる程度に回復されている高次脳機能障害、統合失調症のある方。
・その他、サブブックを読んで理解が可能な方。
・就職、復職に向けて事務的作業の中の文字、数字、文章のチェック、訂正などの作業を行う
見込みがある方。

支援のどの過程・
場面で？

・職場への復帰、就職を目指した訓練場面。
・就労移行支援等の訓練場面。

どういった
目的で？

・復職・就職、事業所での実習にあたり、事務的な作業が考えられる場合の訓練のため。特に、
事務的職業で一般的に求められる原稿と照らし合わせて文書を見直し、誤字や表現を修正
する作業等が考えられる場合の訓練のため。また、実務に近い作業で訓練を行うため。
・サブブックと文書作成規定を理解し、校正作業を繰り返し行うことで、作業能力の向上、補
完方法の検討を行うため。

期待できる
効果は？

・補完方法として、文書・文字の「見直し」（文字単位での見直し、単語単位での見直し）、定規
を活用する方法などを繰り返し学習することができる。
・作業の性質上、対象者はどの位置にどのような校正箇所が設定されているか見通しを持
つことができず、一定時間広範囲に注意を持続することが必要であることから、新規課題の
中でも疲労の現れ方を把握しやすい、とされている。また、その分、「集中力が鍛えられて良
い」という対象者もいる。

・文書校正では作業手順などの理解が不十分な場合に、必要のない体裁の修正（過剰修正）をしたり、体裁に気を
取られて修正箇所の「見落とし」が発生しやすいため、作業前にサブブックに記載されたルールや報告書作成規定
の内容を十分に理解する必要がある。
・文書校正では各試行毎の作業時間が長くなりやすく、作業精度を上げるために見直しを行うことで疲労が高まる
ことが考えられる。そのため、作業精度を上げるために見直しごとに休憩や気分転換を適度にとることが大切とな
る。

５．文書校正（訓練版）の活用モデル（案）

留意事項

16
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研究の進捗状況

（４）最終成果物の検討（案）
MWS新規課題を様々な支援機関で使用してもらうために、活用
方法を示す「活用モデル」以外に、MWS新規課題の開発の意図

や、使用する上で留意すべき点等をまとめて掲載した「ハンドブッ
ク」を作成する。

1 留意事項

MWS新規課題には、MWS既存課題とは異なる開発の意図や、

使用する上で留意すべき点があるため、それらの留意点をまとめて

掲載する。

2 活用モデル
MWS新規課題の対象者像、活用する場面、活用するタイミングな

どを概念図としてまとめる。

3 活用事例

活用モデルに書かれた内容を具体的に理解する資料として、先行

研究及びヒアリング調査結果をもとに作成した支援事例（活用事

例）を掲載する。

4 Q＆A
アンケート調査やヒアリング調査の中で収集した支援者からの質問

や疑問等をもとに、解決策が提案できる事項については回答を掲

載する。
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今後の研究活動

アンケート調査の回答の中に示されている「MWS新規課

題を活用していない理由」については、活用に向けて可能
と考えられる方策を検討し、様々な質問等についても可能
な限り回答を検討し、支援の場に役に立つハンドブックを
作成することとしている。

ありがとうございました。


